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Toy APSE OPH BEEZS, Utah San Rafael Swell 北方 の Navajo 


砂岩 の 小 規 模 な 構造 と そ と 特色 に つい て , 


Ayre Alberta fh Leduc fH 


於 ける Ds PEF RY RES MMMICONVC, CA SCUWAOCPRL RS 
{LOHVAICD\ YC, Mid-Continent #1 Arbuckle FL Ellenburger f に 
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FIvVASHBAMAOKMAMAEBA E.N. Tiratsoo フラ ンス 南西 部 に 於 ける 
Aquitaie 水 成 岩 盆地 に 於 ける 地雷 の 放 質 能 物 質 に よる 測 害 に よ ょ つて で 行 つ た 試験 に つい て 
URN, 特に 地 事 の 密 出 が 少な く 上 且 不 充分 で あぁ る 場合 に 水 成 岩 記 の 相 異 を 調 ら べ る の に 非常 
に 役 立 事 を 指摘 し て いる . 特に 多く の HE ORICBRSNO LURE LOSERS 
に は 明か に 相 異 つた 地 諾 間 の 境界 線 を 引く と と が 出来 る 、 と れ 等 の 調査 は 地質 図 を 作る 
上 の 非常 に よい 助け と な つた こと と を 述べ て いる 。 (Bull..Am. Assoc.. Petrol. Gcol. 

34, 742~756. 1950) Ch 8) 

Utah ji] San Rafael Swell 北方 の Navajs PSOE RBELCT ORB 
に つい て George A. Kiersch Utahj\jm San Rafael Swell 北方 に 発達 する 
Navajo W>HOYEEOIRAR-ORRBTIC LS / MER ic BREIL OMSICOW TC 写 載 され 
BAPMSNCOD. COMRORFSMSIMC LACOMSO —HYWRACHE ERS 
に 詳細 に 示さ れ て いる 。 Cross-laminae OF} LOWMAIC LOC, その 意義 が 指摘 され , 
XZ lamination MRE ORAICLOCHHshnS. BICSEStH: BEORA 


を 論じ て いる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. 34, 923~942, 1950) (fA $8) 
DFR Alberta jilO Leduc 油田 に 於 ける D; SABOF RY MASAI 
確 に つい て W. W Waring and D. B. Layer Leduc 油田 の 一 般 的 な 地質 構造 
と 万 序 に つい て 人 簡 聴 に 述べ , PHOSWE CSS LAF Ry ORB Ae MAEO Ds に 
つい て 詳細 に 論議 し て いる . COMMAND BRC A DBO ABOREL, それ ら に 関 
係 あ る こと が ら な 発表 され て いる . こと これら の 次 料 を 得る た あめ に 用 いら れ た 方 潜 が 述べ ら 
れ , sliced diamond cores の 写真 か ら の 容 筐 油 冠 と 計算 , woic cores Lb OF (RB, 
BkBOREL, 電気 柱状 図 と cores の 題 徴 鏡 的 試験 等 と , © OMMMORSEL RIC 
つい て 述べ て いる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. 34, 295~312, 1950) [Chy=t) 
EUL2DigGRORRES=HOmMRICOwTt H.R. Tainsh Amc nr ~O 
TOS TS O HRA IC OV YC ASELICHES LE RARUEE ONC 地質 構造 等 より 
総合 し て 地質 時 代 を 述べ , 更に clrrawaddy 川 附 近 に ある chauk yA, Lanywa 油田 
の 地質 剖 び に Yenanayaung ji ORVAICOVW CEMA L , 一 般 的 な 砂 の 性 質 と 地域 上 的 な 
層 位 学 的 研究 , HOPERBTE, 開発 簿 に 就 い て 論じ て いる 。 (Bull.' Am. Assoc. Petrol. 
Gcol. 34, 823~855, 1950) Chl 部 〕 
Mid-Continent }h® Arbuckle BE Ellenburger 層 に 於 ける 油 と ガス 
に つい て John C. Bartram, W. C. mbt, E. F. Shea. 


カツ シフ WSE 
ルド ビシ アン の 山 時 代 に 路 つ て いる Arbuckle Jaa Berit Kansas pic uyc# 
も 宣 要 な 石油 の 産出 を 示し た 。 KM Ellenburger jai Arbuckle 訂 と 殆 ん ど 同 じ 時 代 の 
も の で , 今や Wast Texas jp New Mexies 州 の 南東 方 に 発達 し , 最近 多く の 産 額 
を 示す と 共に , 非常 に 大 き な 油 層 を も つて いる と と が 知ら れ , この 王 つ の 地 訂 が 異 つた 
HOARD LC, 石油 や サス が 集積 し た こと に 興味 ある こと を 述べ て いる 。 Wh 
等 の 地層 が も つて いる 軍 要 な 油層 に つい て 言及 し と の 二 つ の 地 麻 の 相 異 を isopach 
Maps や 地域 的 HW AR ONC 断面 図 に よ つ で RANTS? - (Bull. Am. Assoe. 
Petrol. Geol, 34, 662~700, 1950) a BEER eae: FEE cae 
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Chlorite in so-called propylite near the Budd Mine, 
“Niigata Prefecture. 


$i FE #2 男 (Toshio Sud6) 
ES 根 良 弘 (Yoshihiro Sekine) 


Abstract The mineralogical properties of chlorite of so-called 
propylite near the Buds Mine, Niigata Prefecture are given and discussed. 
The chlorite is pale green fine fiakes with low double refraction and 
weak pleochroism of X: pale green, Z: green, and occurs replacing mafic 
minerals and filling up amygdalcs, which are filled by aggregates of 
relatively iarge flakes of the chlorite. The chemical analysis of a specimen 
of the chlorite accumulated from amygdales agrees with that of ripidolite. 
The structural formula is written: 

(Mgio-6 Fe’’.15-6 Fe’’’y.5 Alig) (Sigi-2 Alio-8) Oso (CF )ea 
The ferric iron is considered to be an oxidized state of the ferrcus ircn in 
the octahedral layer. The X-ray powder pattern was examined. 


言 LL EE kane aC ei ob 
その 地質 , Hin, HEOSHAMOVUARUAK & OB IC ACHE < ORF 
究 問 題 を 含ん で いる 。 即ち , その 鉱物 組成 の 詳細 な 研究 を は じ め と し , : 変 
質 の 程度 に よる 分 類 , 及び 外国 例 と の 比較 研究 な だ ど だ は その 数 多い 研究 問題 
の 中 の 2, 3 の 例 で ある 。 

穫 者 の 一 人 は , と の 所 語 変 朽 安 山岸 の 性 質 を 久 物 学 的 研究 左 面 より 出発 
し て 追求 し つい ある が , その 際 2 つの 鉱物 に 注意 し て いる 。 即ち その 一 つ 
は , BERROLNICHVORMCS 0, 他 の 一 つ は 終 泥 石 及び それ に 類 
似 の 鉱物 で ある 。 と れ ら の 鉱物 は , FARO PZ 45 Se 2 LL A HD 2 re Gy 


SOR WRRE BH B35 EBS FM 26 & 11 月 


a 


124 BBM Mu KS & #8 


EE eS 


Rac hd, LA, 粘土 鉄 物 学 の 最近 の 進歩 に よれ ば , 一 般 に 絹 雲 母 類 


及び 線 泥 石 類 は , そ 和 迷 ら の 性 質 に 変動 性 多く ,。 と れ ら の 変動 性 が , と れ ら 
の 鉱物 の 生成 条件 (温度 , 圧力 と 共 RS 
いる と 考 を られ る が か SS 

年 来 日 本 に 於 する 所 調 変 行 安山岩 に 就 い て , 上 記 の 方 面 より の 研究 を 見 
な いい ので , 等 考 等 は 上 に 迫 べた を 如き ESIC LAMRHORMORSELT, 
所 調 変 配 次 山 岩 中 の 終 泥 石 の 一 例 を 報告 する 。 

試 料 SAU N PIC S SGI PA 
UBEHA, COBKE, AWRMWOMA CHAWORR LI DPE, 
Wi4IO WED AIC 7S BR) (COMPL TCHS. TOAARO RIGO P/N 
AVEMBIEGIL, $i) © HIROMRDRE WEIS SAS MPSS ILC OZEFG ELL 
MOAB OIE Ky MIC SB Om Sh 
OTR Os 

HAIEDAICEAC, HAVNICSIS 2ROGER IF DK 1100 KOA L 
D PRE L PAK EEL eo 

と の 地点 に 於 て は , AHRUACHRAORE EL, HABITS 
FER ME hi BOIRE BOC, ee ag AIR CRhABREGAL, 
UE FED RIL & DSB Ie DRENK A CAKES 8D ML, TM ORMYIE 
殆 ん ど 訟 あめ られ な い 。 . 3 

BRM KIRA SH ERMOVEM (0.5 He) と , 一 部 絹 雲 母 
化 せ る 府 必 石 班 品 (0.5 KE+) OIE BED SPEED AED BSS bk VK]. 
終 泥 石 は 更に た 所々 に 杏仁 孔 (0.5 FEE) を 満 し , PIC AP AL CRE BNI i 
AGNES cn 

ETA ID EMT DIES IR CHOT, EOMMED ES IA AICFILO HH 
程よく 発達 し , ACILO HERRILIM AEC It ET ICHHAL TSA LERSU, 
色 は 終 色 を 時 し , AICALOREICHEL eA BE ICHHBUEN TCHS (HF 1 

oa HET OZER OBM(t TECHS, BAPE 
し く な いい が, X: PERE, Z: 終 色 を 示す 。 


i 
な い が , AMAFL THT RIE BBLIE, 比較 的 大 きい 繊維 の 集合 で あり 純粋 で 


ある 。 た き 孔 の 外 締 に そ ふ 帯 及び その 内 部 は 淡く 褐色 に 色付い て いる と と 


は 上 に 記し た 通り で ある 。 こ と の 淡く 褐色 味 を 帯び た 部 分 で は , Fe… っ Fe… 
の 酸化 が 起 つ て いる 部 分 と 推定 せら れる か ら , 下 に 人 逃 べ る 化学 分 析 の 結果 
の 処理 に 於 て も , と の 推定 の も と に 吟味 し て みる の る 無 意 味 で は な い 。 

(BRD 岩石 を 軽く くだ き , 杏仁 孔 の み を 集め , TNOE HICH 


ーー A PE CL LE ee eee ee 
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花 の 中 央 の 部 分 を まり 分 げ て 集め , (EYE AO RIES LOMO 


第 1 図 (x80) c: 杏仁 孔 を 満 し た 終 泥 石 の 集合 b. 
PICS Shes 
で ある 。 (分 析 者 : FUR) 
~ 第 1 # (1) この 分 析 表 を 一 見 すれ ば ;』 ferromag- 
ean prochlorite)-O 7h imiese Being 
Al,O3 So ae ferromagnesian prochlorite の 中 で は , ripi- 
Fe203 _ i a dolite が その 最も 代表 的 の も の で ある 。 
a (2) SiO。: 4:.0 と すれ ば 
ET - 4.0 Si0,.2.2(Al, Fe), 0,-6.6 (Mg, 


EO EA 
HyO(-)  _0.4 


主 99.6 % 


Fe) 0.6.0 H,O 7 
と な り , ripidolite の 化学 式 ? 
4 SiO,-2(Al, Fe'''),0;-7(Mg, Fe") > 
O-6H,0 
「 に 最も 近い 。 Hic Fe の 一 部 は Fev kb SKANICHMEL CH SEOL 
の = つの 式 は より ka -RERT , 
(3) EGO BIO Hic 80 個 の O 2, 64 (iD (OH) と 共に , 4 面 - 
体 詳 に は 32 個 の 陽 イ オオ ン を 含み , 8 MAB IC ae 48 個 の 陽 イ オン を 含 


ーー 


1) El Orce) : Bull. soc. franc. mineral., 50; 75, 1927. 
2) R. C. MacMurchy: Z. Krist., 88, 420, 1934. 
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HENS, 従 つ て 負 電 荷 は 224 と な り , 陽 オ イオ ン の 数 は 最高 80 と な - 
る 4。 陽 イオ ン の 総数 を 80: 個 と し , 4 面体 計 に 配属 する 陽 イ オン の 数 を 32- 
個 と すれ ば , 4 面体 言及 び 8 AICHE BS BiG 4 Fy CMR OBE, 
mie “St 222t.2~ Ale 10.8 : 
Sikes Al :11.4; Mg :15.5 
existe OIE er noe 
と な る 。 即ち 陽 電 花 は 226.1 と な り ,』 Mae 224 Lk 4 BL, 
(Me CE RR SAO (OH 
と な る 。 
CALE HR Se? 
(Rita Rive (SR 5) OOM). 
(ES pad, Ro Mg, Fev; Revs bes) 
ciktie, pt gq EOMCLA-REREWMSA, これ は Fe… の 大 部 分 が 』 
Fe ょ り 三 次 的 に 酸化 し で に ト る も の と 考え を れ ば , 8p=8q==11.1 と な り , 
上 の 実測 式 は 一 般 構造 式 と よく 一 致す る 。 即 ち p=1.4, n=6 と ど な る 。 こと 
の 値 は 従来 ripidolite と し て 記載 され た 代表 的 例 の 範囲 た 落ち る (第 2 表 )。 


f 


ee Dn | TES 
net 4h) Sp | Mg/Fe" A | Fe-/Mg | Fe/Al 
※ 6 1.4 oc O279 l= O09. 
| | 
(1) 6 13 1.9 7.5 me & 
(2) 6 1.45 1.9 17 コ = 
(3) 6 1.4 0.51 Al a 
(4) 6 C88 1% 25 = に 
(5) = ES 0.61 0.06 
(6) is = = = 0.33 0.05 
(7) = ご 0.79 0.12 


※ Bah LIT © ARE L aA C RRIE 
(1)~(4) a Berman: Amer. Miner., 22, 342, 1937. 

(5)~(7) FE. S. Larsen and H. Berman: U. S. Geological Survey, 
Bull,, 848, 231, 1934. 


(4) PROPEL RHIC LIROSSGET M HES IU (b) ripidolite- © 
Cougs Ne aphroriderite O#ipRicjyAs る (第 2 Si BB EN). 


1) we 2 と 同じ 。 
2) H. Berman: Am..Miner: 22; 342,.1937. 
3) T. Sudo: Bull. Chem. Soc. Japan, 22, 25, 1949. 
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第 2 従来 発表 され た RIEAD SHE ~ x 印 ) の 中 で 代表 の ぁゃ の を 集め で て 
作成 せる 図表 で ある 。 破線 は 従来 の 命名 の 境界 を 示す が , BIEES 
体 た にわたり 連続 せる 同形 イオ ン 置 換 が 推定 せ られ る か が から , 破線 の 位 
置 は 便宜 的 の も の で ある 。 キ + 印 は 海 終 石 ) 〇 印 は セラ ドナ イト の 分 
本 億 を 比較 の た め あめ 投影 し た も の で ある 。 
(a) Pen:-Leu.-Gro. area: Pennidite, Leuchtenbergite, Sheridanite, oe 


Grochauite, etc. 
(b) Rip.-Dia.-Aph. area: Ripidolite, Diabantite, Aphrosideri- 


be, EtG, 
(c) Cha. area: Chamosite. 


(d) Thu. area: Thuringite. 
(e) Del. area: Delessite, Chloropite,, (Cinochlore, Prochlorite), , 


etc: 
(f) Cro. area: Cronstedite. 
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a | Bw RES 


GCA X% 7 DAIL 30.7 FECH So 指数 は ReC. Me uy mek ae 
即ち 第 3 表 で 明か に 示さ れる 如く (hol) と k=3n の 指数 を 有する 線 が 殆 
oS ん ど 出 現 線 の 公 部 を 占め る 。 各 線 は 何 
= ーー "れる も 明 購 な 細い 線 で ある が , た 4.6A 


g ! - OMOAR, 6 OKEVMCSBLEG 
(004) 69A | 10 cyHspichedbns, cHhS50H 
OL | 46 | 6 RRR, Hi ESMnIC MICH SNS HH 
(008) «| 3.4 5. 品格 子 間 の 変位 (ARP ass Hc b 
(0010) 、281 | 1 LEIC bg/3 だ は 変位 し て いる ) EE 
1209} Ne eA. 58 IM es MTS 
"AT ae eee iu BS SiR ae 
pele SL OBESIEIC SpA S PAE Be LS 
(136) | 221 | 2 中 の 線 泥 石 を 決定 し た 。 0.5 YH 148 
re 207 | 1 KOMCILEWL, 一 部 は 有色 鉄 物 の » 
(208) | 197 | 5 SEE BRICHAMN, 0.5 DRL 
6010 183 | 1 大 の 杏仁 孔 を 満 し , 一 部 は 石 基 中 を 次 
/) (1312) (2014) rer 1 KL Clo SREB C, ALE 0 
Redan | 粋 な 試料 を 集め 得る 。 化 学 分 析 の 結果 
(332) } 1.52 | ~5 ferromagnesian prochlorite Ho 


oe  tipidolite Ice Se EN Ss 
§ (SRE CE EAN ) (Sia1.2 Alio.s) Ovo (OH)ésa 
TH), と の 中 で , Fev は 大 部 分 Fe" より ご ご 次 的 に 酸化 し て 生じ て いる 
BOC, TAS HAR ICH RT S EOLA SNS. 
CR ASE SE RES) 


iOS Aine SR G.E. Archie HiFi TEST HERO Lm HO KS ER 
統 を 取扱 う が, aol A OB EMR WR’ L, BEL RR BRIS Do ARR 
SUICIA TIT BAC: SERA 【 と し て , FRR BAB, 毛細 管 民 力 , RIL KRORA, 液 
KOVR, 電気 比 抵抗 , 自然 電位 , URRESE DS HOD, EA, AGRA, B/KBICBEL 
CHIBNCO-~; EAE ESS oe ERE, .、 由 層 中 の 流体 ・ 中 性 子 に 対す る 反応 
* 関係 涯 を 述べ て いる 。 BAe に 関す る 岩石 物理 学 の 体系 を 示し これ 等 と 研究 か が 総 
Augie ale 水素 を 人馬 BATS eee HNC BGR あぁ る 事 を 述べ て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol: 34, 94309 Chal 28) 
California jl, San Benito’ SOue pat H. S., Chesterman, 
C.W. (O99 NaAl (SiO3)2 て 産地 と し て 知ら れ た の は , ビビ ル マ , 日 本 Ey 2 Y 
ヵ 及 び セ レベ ス で あつ た 。 ビル TCT BRIM REAIC BRALB AL HELTEL, 
日本 erie CHR Ae RR EROTHS So NevrxrtitvrazvyA—BRA 
— fac =F wi RELOCH tT So California i CAMRY HRLED 
は Mielenz で , navy Ay RINE, PHAR ORR Y ats ok HRA—BAaRS 
ELCTETAZLOD MBN Ro FASA SMICHA LI LOA, SOORSTLBRO 
Patino UL MAM SN, この 中 の 6 S(T IC ER SEE RAO REBT HIC, SO~ 
ンズ 状 を 呈し て a SN EE ee & ORR AEA 
CADET SEAL, 本 鉱物 の 生成 に は 高圧 は 必要 で な く , 2L 500°C 以下 の 温度 で 
SE LOCHSC LER A Cait Div. Mine. Special Rep. 10-C. ane 
1991 [大 #) 
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Epidote in aplite from Fukaemura, Itoshimagun, 
Fukuoka Prefecture. 


林 田 志賀 雄 (Shigao Hayashida) 
$i 原 範 造 (Hanzo Gohara) 


tf “3 : 

 IRUBLO RAG, B47 & ida CHALICE 2 RH, LIC 
MES SABE AIC Ih, ARLE ESIC RIC HO CHE BOSAL, & 
LULZERBELTO pegmatite 及び aplite が 階 所 に 良好 な る 露出 を 示 
し て いる 。 調 し て 上 記 山 塊 中 糸島 御 島 に 於 ける 深成岩 , 及 奏 岡 近 元 の 一 部 
pegmatite (CHECIZ, 既に 夫々 研究 報告 939 され て いる 。 MLMBICK 
ける 意 右 記載 に 就 て は , 乏 を 知る 機会 が な か つた 。 筆 者 等 は 各種 花 内 岩 に 
#25 pegmatite CHC, 之 が 性 質 と 母 岩 と の 関係 を 研究 する 目的 で , & 
"山塊 中 目下 之 が 北 域 及 糸島 生島 を 調査 中 で ある が , 偶々 本 山塊 の 一 支 用 と 
LCZICiAEt SRB OFC, aplite PIC HMI CHET SR 
石 を 発見 , ARCH CALA Ze RROVSECH SD, AIC Cit BR 
PRA DOTER, FEARIEIC ZASEEABOPERE BO DICL, BIC ZASKRICKM 
THX ZBICT A, . 

PIG IL BRE ORAAE HE Mt DHAKA ICA MHBORMMELT, 
叉 角 関 石 よ り の 変質 鉱物 と し て も 屋 々 見 受け られ る 所 で ある が , 然し 
pegmatite や aplite PIC ZASMIRE BL CHTSA Rit, il CAs 
pegmatite 中 , HRSA MANICH ST 2AEU CH, KRU OR BM 
APAS 1), LMU OWA aplite? PicitR Amol 
WARE Hic HR BATRA DETERS SIL TOS. 然し 前 者 は peg- 
matite HOMRACHA), BKit hornfels の 変成 に よる aplite PORK 


33 7B BED BK EO Bb HS 35 4 5 op BA 26 4611 月 
1) MAZE, BRS, Boe, 村上 充 英 , BH, INO 
 REPICHEC OME NI. HUTMERS 56 4 656" Z 
2) 唐木 田 芳 次 , APSR; PMR ARKBOR A. BURR 56 8 656 号 
3) HGR; MIKE AENE ERE Li-pegmatite. HyPeMeRG 41 & 493-2 
4) 364; ERIE, ROWE. AAT EEE 
5) TREES, 渡邊 新 太 , KR; KBOURAWNTOMMRAARE. 岩石 鉱物 
WIRES $24 QE 
6) Est, A; MAL BAMELINO Ry 7H AOPLEYE aplite の 
RR. Hye: 55 4 640 % 
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RAC, AMON. (EMAAR E TS aplite HDRMRALLED BE 
Bict So MRL A CRHICIE BLU AT OSB ER PZ OS IC 
YEO GRE DEE” DAR SN TOSS, Mite tORBE ICT SAY 
ANKE, 

: 位置 , 地形 及 地 質 

筑肥 線 筑 前 深江 と PILES S 線路 の 北方 , 海 堆 に 洗う て 幅 約 Ikm, 
NE—SW の の 方向 に 約 4km に 延び る 丘陵 性 の 山 Ait, 概して 西方 に 高く ; 
東方 に 向 つ て 波 其 的 に 炎 第 に 低下 し , その 最高 地 は 118.1m. その 全域 は 
花山 媒 よ りな つて いる 。 曽 し て 之 が 北側 は 比較 的 BR CO ICHL, ZAS 
YSFRICTS う 崖 面 ,) RIC PANFRIC あつ て は , その 崖 面 直 下 の WRRBATIC, 
pegmatite 及 Aplite ORME. ZL CLAIR ISI Im, 大 
な る も の で は 時 に 3m 以上 に も 及び , KAEMAP EEEICIA YO, URMKDY 
IC’ » SURI CT UE es. ML CASE EE AO NNE に 当る 
海浜 に 露出 する aplite は , ZORA CHM CHS PH E OBIE 
詳 か な でない が, 大 体 不 規則 な レン ズ 和 欺 を な する の 如く , その 中 に 幅 約 10 
cm, 延長 10m 余 の 石英 及 被 識 石 より な る 用 か ある 。 そ し て 芝 等 鉄 物 は 販 
中 面 者 均一 に 混在 する 事 な く , 夫々 塊 其 と な つて 分 離し , 前 者 は 脈 の 上 部 
CL y AW ICA ICHBE FIL COS, 後者 は その 下部 に 轄 いり, HS 
MOP CLARE BL, RICMOCKRL SHROMANARA, 和仁 母 岩 
(2URRE L D Hic Som (HSA CAEL C, その 幅 は 一 段 と 振 大 さ 
POS, j 

RAORKRER 
(1) ARLES 

本 岩 は 主 に 域内 東部 及 西 部 の 両 域 に 分 布 し , PYRO E ad  ¢ 
MEIC ETE, 両者 の 境界 は 直線 的 な 所 る も る ぁ る が , FURIE fe SIC BER 
し た り , 或 は 夫 等 を 互 塊 と し て 捕獲 包 裏 する が 如き 産 欺 を 示す 所 る ある 。 
か \ る 産 其 は 明らか に 細 粒 花 賠 岩 が , FARCE Ras kD BWIOREA Pe BBE 
示す も ゃ の で ある 。 

本 岩 は Imm HRC MMs iD, 石英 , 長石 より な る 幅 色 
右 地 に , REERERIF AS ER DS ICHORL CREE, REED — Ait SIC 
BEL CHOSHEHS. ERPLAR, PEA, MRE, ERG, AR, 
MERE CRA, Dokay, HA, Wks BRE L, 大 体 他 形 , 等 粒 
の 化 税 岩 組 織 を 示し て いる 。 主 成分 鉱物 の 量 比 の 大 約 は 表 に 示す 如く , Gk 
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ao ge aa MAAR a onan HE Te en ee! 


ee EE TE Tb る, 


Bea. i . 
EVEN, 40 & BERET BODE C, PiCBURO ETE 
を 示す も の も あぁ る 。 粒度 は 大 体 1mm MRL CLARA EDRDBS 
BH. SE. 235.9. 構造 BUR e & WIR HP — eS he 
時 その 何れ も が 多少 な り と る 汚濁 し , RHEL 


ERA 

| amma} 9 en AEH aT 

ee ly as BEDRIC EH PEROLIEHEE RO. ee 
100.0 VSZ4 ODS, ZICH ChE SMA 


の も ゃ の に あつ て は , HE CBR ARES mR A 
feo. iil C hatiHOF Ls か で は , 4 Ospic Aa Rit ys OFM 
REED, ZBI S Me worm-like DB EL CHSC HAL 


に 集合 する が , BLN SA-AMERT, WHRAOMUC, HER 


化 の 殆 ん ど 見 られ な い PRB, AURORE BRL CHS BLES 
が , LAMAOCWLLEORALRICTSRTHS, HMA AH 
Bk, 物理 的 状況 変化 の た あめ 該 長 石 の 絹 雲 母 化 作 用 と 同時 に 生じ た も ゃ の で 
あり , RRCECZEDRMICET COREL RON, 
RMSE Rt RAO 成分 は , (010) comers, その 内 部 は 
Ab ss Ana の andesine CH), ZItSHRICIMO cK Bic Na を 増加 し , 
ZOMBBICRTE Apes Ans, と な つて いる 。 従 つや て 花 賠 岩 中 の か る 


_ 和 鈴 長 石 の 成分 を , 全体 と し て 如何 様 に 表す か は , 問題 の 存する 所 で ある が ) © 


此 の 場合 仮り に Fhe EO Ab os An sz の andesine と て 表し て 双 
Rs 

他方 累 帯 構造 を 示さ な いし 細 粒 自 形 の も の で は , HAE Zs albite 及 carlsbad 
双 上 唱 を 示す も る ゃ の が あり , 後者 に あつ CHA LAN MEIC RCO Mah ED F 
BGADMART SHAS, LHe oligoclase より 更に 塩基 性 な る 事 が 想像 
され , 228 carlsbad, albite 双 品 を 示す も の を 求め て , その 成分 を 見 る 
&, 前 記 釣 長石 より も 更に 塔 基 性 た る Ad so Ana (CHT S, METH 
AL MOR RAD KALE *DIGIK, GORD 5 hhc, 他 形 系 帯 構造 を 
有する ゃ も の が 早期 で , 自 形 細 粒 の も の が 晩期 た る 普 に 誤り は な く , そし て 
早期 任 長 石 の 上 品 出 時 に 於 て は 』 ZOSIKROPRR OST SLO S\ BOR HE 
RR OF REE REE? 


AT PH SK OMRA DL ay & ABEL THB 


= ’ ; 3 
AEN - Vi 2? al 
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ERARAA RA E33 ; 

AHL & ABEL EIT fl OGLNO'WRE UAL CHB EEL, 最後 の 品 出 物 
DRA. MMEOBRATOMRH—Cem<., ER Git bea 
KOREA REMORMO HRC, 小粒 と な つて mesostasis の 外観 を 示 
"し て いる が , MREACS OT, MHOR RARE BAT SBCHE 
Mea LOD, ERACBARADRRAICHT S2HEOB lw 
LEKOCWHS. ZIRE AOMMEE RRR, 高 所 に 集中 し て 最後 に 
微 妊 長 石 と し て 品 出 し を も の と 思わ れる 。 FE BA RRheRt Henn 
DS, WR SACLAY CHR MAE RT LOPS D, AL CBU 
LADS, RIK A, MEROMHT ELAR SB, その 量 は 僅 小 
で , PREG CA BICR DBE bIMZ S. 


228 


mn a 


Ae Sit Immx0.5mm 以下 , lath- 其 で 生 自 形 を な する ゃ の, その 周辺 
O-BAMA CEODINEBEET LO, 或 は 鍋 歯 次 を な する ゃ の, CABS 
片 々 離散 し て 散在 する か , WH ADE L CHC L 7e 0, BRIAR 
WNCRAL CHEK ETHLDS. PHERLOCBH SB, 時 に は 著しく 終 泥 
石化 し た る ゃ の も ゃ ある 。 前 者 に あつ て lath 其 を な する の は , PR~HBO 
多 色 性 著しく , BIC ZRPSR~MOSEEEATSLOLEML CHS H 
も あぁ る 。 前 者 に あつ て は '«=1.630(5) «=1.645 (0)*, ML coe 
も の と 洪 る も 多少 な り と も 砂鉄 鉄 を 包 裏 する が , DRA, BEE LD 
も ゃ も ぁ る 。 此 場合 砂鉄 鈴 は 方 形 叉 は 長方形 の 自 形 で 点々 黒雲 母 の 苗 開 面 に 流 
う て 連 品 し , RAICHOCKIRA LPR ORK, £L CHIC HARD 
ID EPIC 1d IC EERO H EABET SH LSS. HAAS << GAKEEL 
CELLO BBA ICH 5 CHET SY, PEC AZ OMRMAREROME LF 
MRR IT stb HO, WMICh Sms BERORIKIL, + ORES E dD 
RL CS ANA LO OBARECLZLOLRHoNS”, MU CLE 
Re ALDORREA MEL 7e LOC, KURA, RAOLIC, 不 規則 形 の 砂鉄 鉱 
粒 を 一 段 と 増加 し , Fed (CSS (KAS AAA (EL CO SH EHS, DEO 
MRE ER OMRA DEOL Lay kh ARES HS, MN bac, 後 
細 な 柱状 又は 針 其 で ある が , WEAR IE cross parting & AL. AWA 
DI ay (RRR L DE CEIRE KL AMTRO Ro ECR SHnS, 
RL ZMSERICE A SRIAABEL Cielo, SER RIC RE IC LC 


* RDTAS2 BU PAIS ALC ABR © We 
1) Ae; AE DAC SR ACRE lo 日本 地質 学会 MARRS B57 号 


grt ee ne aia 


ie pie Tee BE . 5 ar S oS 


pi OM CORA C2 FD 2A ZINK 
OMMICK SARE AHL ALOE R DNS. 


AR 


加 時 長石 と 共に 最後 の 品 出 物 で ある た め 。 PRUE ETDS, WAR RIC 
LIE TCT OLDS. 一般 に 石英 の 粒度 Lik, WOMMLOKG, RE 


"も 2mm FHOSLOME NW. HREATLO CARA AMC wee 
RIF CE, GEE CA ZA EC MMOS Kr SAT mosaic 構造 を 示す る も 


の が あり , 之 等 は 著しく 波 其 内 光 を 呈す る 。 成 生 の 途上 stress を 受け た を 
た めで ある ろう 。 EE ens A eae ee 
AMET ZLOUBDS, 


(2) #BALTE pee 


AE ILRAS ATIC ARH Sh, 中 央 部 で の 分 布 が 広い 。 之 が 特徴 は 
比較 的 事 色 の 塩基 性 岩 を 著しく 靖 獲 する 事 で ある 。 LCA AS Auss- 
cheidungs Schlieren と 異 る 所 は , その 形 其 が 大 体 一 定 し , KA 20cm 前 前 
後 の 紡 舞 然 を な し て 大 体 下 行 に 配列 し て いる 。 勿 論 場 所 に よ つ て は 球 駄 と 
Os 不 規 則 に に 散 点 する 送る も ある 。 

ARE ABE AE IC RES CH Fle, 粒度 は 3mm 前 後 , BRERA L 
DE SA EAH HICH ARREHO REAM HOA, BAL DRONES 
に 感 ま る 。 BE, PRA TELE, MARA, BES, ANAL emt 
L, ZEOKDA Lb ARMA RES TEMAL RST CK, HH, pr 
コン を 副 成 分 と する 。 光 に 成分 鉱物 の 量 比 の 大 約 を 示す 。 前 岩 と 較べ て 符 長 

石 は 増加 し , 石英 が 減少 する の は は 一般 航 傾 向 と 一 


RE 28.1 ; x 
致す る が , 加里 長石 は 逆 に 増加 し て いる 。 | 


正 長 石 


30.7 
ae A 32.5 
=e 53 ae rs LTE CH SBS, 他 形 の も の が 多い し 。 
角 ins Ki 3.4 ot LM Fe 0, Seve lee A 示す 4D は な « ) ZICH? 
“100.0 ae albite や carlsbad 」 双 ) 品 を 示す も の は ある 


が , ZORA. CRRA PARIC IIRL CHG 
HOTEL ©, fewICHPLONANET: &O OW. Z OMIM LD Abr 
Anz の oligoclase に 相当 する が , HM ZOBBIEIC L SMP ABita=1.542 
y=1.552 で で 大体 両者 は 一 致す る 。 ML CRMIARIAOR RA & Dae dD 
PUCHS. MHOPEACIMARICMRE, ora, $i, BER, 
READ ih, MAL PS SMSEORIES § E00 
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正 長 石 及 微笑 長石 
0 
で 1.5mm 前 後 を 示し , CORRAL OBERIC (Ik myrmekite を 見 受け る 。 


AOR 


A i pone es 


分 で は , 全体 が mosaic HREM) , MIMO AAAS PAL 生化 し て mortor 
Ng EAE ee 


Me BREF S © 


er BE 2mm~3mm 程度 , pO CAB を 示す も が 多く ; LASSER 
HIIC BRAC IEA L CHER Tet, MERE CS PERL (, RUSE, Y 


BK, ZB, 最大 少 光 角 32°, 稀 に (100) % MB LT S Mike wb DS 
ELC ZBL IC BER LHL CET SBS, IC ALLAH LO BR 


母 細 片 が 多数 一 EOC GES CHE, 即 角 関 石 の (001) で は , ZaS85 BA 
BRO Te TRA RL REED BEERDOM DS —EeL TC, た め に 両者 は 同時 
消 光 を な す 。 然 し 之 等 宙 片 と は 別に , 同一 角 関 石 中 に 方 位 不 定 に 包 豪 され 
て いる も の も ある 。、 か る 産 駄 は 角 関 石 の 品 出 が BREROMMNRICME 
D0, HZEBMLELOL BONS. (LAAN AOMEMROCRER 
ICABES ILC SHS SMB,. 之 等 は その 周辺 部 に ある 角 関 石 と 方 位 を 一 
ICL, RED THINC HL BI. S APIO BUNCH 5 CMIRAHE 2 7c O LIA 
ic, 角 関 石 より の 変質 に 基く る の と 思わ ゎ れ る 。 


mE 
片 々 離散 する 事 も ある が , MOM, OBS a HPA eA WE 


人 触 集合 し て いる 。 一 般 に 前 者 に あつ て は 他 形 , BRICSO CHAT SY 


の は 接触 集合 する も の より 粒子 細か く 上 且 他 形 で ある が , BTS LORE 
自 形 的 で あり , 特に その 長 片 を な す も の で は , 多少 曲折 し て 役 か に 波 誠 消 
光 を 示す も の も あぁ る 。 Mikes &LOCOMMABS x=1.629 (5) 8=1.630 
(2) y=1.633 (5), 一 部 終 泥 石化 し た る ゃ の で は , LEED OD ALT REGGE 
作 い , 之 等 は 明らか に 次 生 に よる も の で あぁ る 。 


Rk 3h HR 
TSS EE-P RIC AAGIC IPRS MW RE LCR DIK, —eebe a hic ie 


ZB (CHEE KOCH COS HLS DO, Wa: MEL OER ee 
SL) % HAWRIRIC EG LCOS HRB], 


(3) 粗 粒 花 民 岩 中 の 捕獲 岩 ne é 
MIRCEA ORME: SARA, HBMSROM TEBE L, A 
BARA L PROGR ICHYEOBER, AMAOMME BES? 
め , —HAE ESS, CERT Lb CH, 黒雲 母 。 角 関 石 関 終 
岩 と 笑 す 可 き で ある 。 VEE SREA 4mmx2mm 前 後 の 拓 子 木 形 を ” 
iL, 鏡 下 で は 周辺 に 近く , LICH 5 CHEROMMME ORL THB 
め , 一 種 の 累 帯 構造 を 表 じ , A albite 又は carlsbad We KS. ML 
BRB, Say ORAM, 黒雲 母 の 細 片 を 比較 的 多量 に 不 規則 に 
BABES SS, 夫 等 の 粒子 は 何れ も 石 基 中 に 見 られ る も の ょ より 造 か に 小 、 
So. HPA n=1.557 で AbsoAns。 の andesine labrdorite "に 相当 すず 
er ae . 

Bak LEER Tt EPG OM BSL BK, Be AOL ASD EL 
WeS*H-CHH, MEAMOABUELARESS, BRAS CHE 
で ぁ る 。 RRAO WE 0.3mm FROME albite BR carlsbad 稀 に 
pericline 双 品 を な し , SDGHTS LOLS SASL CIH*E, n=1.549 
で AbssAuas に 相当 し , BEAOKLE DM MICS 2, 

AN Alt GK BL, RIC 1mmx0.5mm の 大 な る も の も HSB, 
その 殆 ん ど 全 部 は 0.4mm 前 後 で ある 。 之 は 線 色 種 で 多 色 性 著しく , XV 
sa, Y 視 終 , 2 終 , そし て 最大 消 光 角 は 25°, (110) の 敵 義 は 極め て 完 人 で 
DS. MIC ZEORRORE CHV BERLOW SN SHLHS, Mil c 
BULA KLOD LOC, その 肉 部 に 雲母 細 片 が 既 述 の 規律 に 従い 配列 し , か 
ぇ る も の で は 栃 石 , RAM MABALAL THOS, MER ZLRsK 


の 角 関 石 と 相 混 じ , 両者 の 比 は 相 御 する 。 自 形 の も の が 多く その 何れ る も ジ 


May, 燃 放 石 を 件 に い 前 者 は 電 を 与 を る 。 


ABATE fas & HPAL TE i O RAGE 

Mae 1E fred DS LE td PIC EE KL BIE A DHE fk OTE 
ia PO He R% SHED patch AMEE ARIC LOT, その 人 邊 か ら 
cut さや て 消失 し て いる 等 の 普 実 が か がら, MAK <coAMs RICL tus 
事 は 明らか で ある 。 両 じ て 此 場合 , 岩 此 の 進化 過程 を 所 岩 中 の 早期 品 出 の 
RHEAIC RM CHIR ORE LRT SAF, BTADEA Za Ze Z FETE a EO 
BRAD, Rug AB SMbEMA PORE D, RE AETERA HICH S- 
腹 期 成 生 の 府 長 石 が 著しく 塩基 性 な る 事 を 考慮 外 に お く と し て る も , RTs 
DEDMNECH DA ZL TSREROMMBOR At, WR BROME 
化 傾向 と は 相反 する 。 一 般 に 此 種 岩 此 の 進化 に 於 て は , その 導入 の 後期 と 


> 


136 Bn OER & Be 


な る に 従い , ZEMRAOKRD A An% を 減 小 し , 同時 に LET SR _ 


ZRORMALBATSZERDNS), RLAs\ SAM, 内 正常 な る 可 


き 花 周 岩 弟 に 於 て 適用 さる 可 く , 此 場 合 の 如く 多量 の 尊 獲 央 を 同化 , GA - 


され た を と BON ZIRKEIC, ZEWALESKY HEGRE S. ROH 


DESO A REILO BRB ACHAT Sd», WARIC L SHEAMORAIC 


ょ る か , Keeway —LTSZL~EOMEEOMACLARORSD, 此 
SLICES CHL, HUMITER AP OTE IKRER SUR ICMCH SL, 前 者 で 
(ABE He SEAS resorption Schlieren EL Cin ¥L< BFF SIC 
反し て , RKICHA. LEAST. RUA SORTER e OBR 
Gli BEC IC BS AHEM ASHP ATER EE CZ OLE D OREM SIC A. 
ZRIBRL CHS. ML CHRTEMBIC IAA Ace < WSRE<, Z- 
ICROTRERMAERIC, MRRECRR BIC BAL Bt SHED) 


SUH Seek POU QASLMAOR k OLAS REA, その 初め _ 


AAR AI Fe TUR PASSING D-BERMEICIBR SN LIRG SPARE 
ZBWIBEA fe 6 ANBITE ORE GUE (LIC BEX FAZER CHSLBZ 


BAUD 6 fed LADS A AE fied IC BENT Whee Sik, 本 岩 固 結 時 に 於 て , 


Aver EPIC IRIS 2 SMEMI OED ICE, HOBSM 6 WA RAMIEO CGR, 
MebLEO-AeBTEOERBZHSNS. MERON AIC HED Z. 


DAMEAMDOIBRBECH ZS. WTR HERE & HE DAE BS SES 


PSHE IC -4O-CO RUS ROME DEE FASS 2, AG asMR eRe 
DYES LRS Hid, KA DAME A YD HPO MRA RUBE EA BAR ORELE 
或 は 被 捕獲 岩 片 の 大 き さ , WARES E ie L relC HR eC, as. CAB 
{EMA Ct, HMEBORAM IL, LIC k SHMRO k DEORE ASIC 
BY, ZBS7eHMAIRIC AIC TH) DIOMERSE LD BN 


SH, HOTZ AHR ARMO RISC ATL, MURTERHORL D Ca, Fe 


REGO IRE LSC, ZAR GREORRE BLEED LR 
され る 。 ' 


tk € 石 
(1) BAD RARADER 


HEMI (EM OMBES SSELIC, MME et aplite chic, 石 _ 
KEE FCMUKE RL CET SA; WSOUM ¢ AUR DR SIC RES S 


Hin 6, 夫々 分 離 , BVERULIRO BIC ue vy RIROBE, AMEEBIC AKER 


) 区 ried SSE WAN O TEMPERA < 4h HEE 第 
2) BH; Bao 2, 3 OFF HBA AA Ag 6 号 


i hia a 


3 qi ee CREME Ts Bis iL CRE IKIC は aplite OHAR as 


| 介在 する 帯 が ぁ あぁ あり, CRAM OPLMBCAEREBL THOS, ZIG 


ZED EL OPAL, BRD EBT Cit aplite "で ある が , MIRAE IS 
尊 移 的 に 変化 し , 脈 に 近く 終 鐘 石 粒 で 交代 され た を 部 分 は , 該 鉄 物 が 細か い 
MRE RL, SOWMCBREBPNERHD ABN, FABRE LT 
残存 し で いる 。 LERUCIELEDEIRAREC 交代 を 受け て いる 所 る ある 
が , 之 が 療 し く な つて いる 所 は , AB MICH ETS aplite の 部 分 で 
ぁ る 。 ~ 

(2) BRAS ARHRBARHEE 

EMI EIRE SDS, 前 者 は aplite の 交代 部 に 多く , em ROO 
DEBIT AR AN Ze HEA YER Fe tT. PLE ORRMICATE, BREE RA 
ep LO FE, HEAL ON SoA Ce 
EKO LOE dD, LATHERO LOCH, OPIS 3b ORL 
CRE 6, RSORCIE Icom 0.5em CBS LOMD Z, 然し 之 等 は な 一般 
NCVEBCS D, 測 角 の 結果 は a (100); c (001), r (101) Loeb, nie 
_ Hop Ch, ee EI 年 し て 粒度 の 
|」 RE SBRE BILE COM A~ BR, PECREL C, WEB ILA, LE 
は 3.7 位 * SEE Clk BARA, eae X 無色 , マ =Z 淡 終 , 特有 の 
Fit kL **, isogyre の 曲線 より 見 て 2V 70° 

(3) aplite DHERREBAOAT ER 

RHA & FR SAR aplite jk— FLAME EM Lie Shin C, 従 つて 両 
Fi DSEFHAMATEE KOS, PRL Tia & HEL TC, aplite D&D Uta te SH 
で 区 別 出来 る 。 AL ZAS BEML 接する 部 分 で は , aplite の 一 部 が 
pegmatitic な る 所 も あり , か まる 所 で は 色 や 壮 度 か ら 両 者 の 境界 は 制 然 と 
る 

aplite は 之 を 鏡 下 で 見 れ ば , 導 其 組織 を 示し , 2 OME RAE, 時 
CZRKORKES HSH 0, Alt 0.4mm 前 後 の 細 謙 の ERAL AH 
之 に 極め て 少量 の 黒雲 母 の 微 片 を 混 じ , BWI RK, 即 aplitic 組織 を 示 
“Si ML CHOBED 部 分 に は , Ary) PRUE DRA REDS LYELL Ty 
る 。 本 岩 は 前 記 PAL OC, その 初め pegmatitic で ぁ つ た も の が , そ 
DBICHT, aplite に ょ り 交 代 さ れ た を も の と 思わ れる 。 

DE 7c SWRA IE, iC BUEDAWE RT LORE BI その 多く 


* 比重 は Jollys spring ick Aya ea 
** BT ERET SD ABSENT SPE CS ODIO AERBED eee OHH 
米光 か つた 
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は aplite の 交代 の た め , 不 規則 形 化し , (BEAL CRESS OW, 
£OKES 2mm 以下 で , APIA THML CHS. MLEOGMOF 
し く な いも の で , Are CHREMFABEDS LON, 面 も 之 等 の 部 分 の 方 位 - 


が 同一 な る 事 よ り , 初め 夫 等 は 一 個体 で つた 演 を 推 知 し 得る 。 双 一 部 の 
BARA, 御 自 形 の RRR poicilitic CPE Chom, 之 等 は 
albite 双 品 極め て 明 座 で , その 最大 消 光 角 よ b AbssAu;iz © oligoclase 
Cho. 

ABHOIERA (HSL ¢ MBS (AEB, 或 は 微 鋼 長石 か る 知れ な い ) 
は , 石英 と 共に 全 他 形 等 科 , 然し 石英 は 之 等 蘭 其 の 他 に , MOM APR 


角 を 有する 所 調 文 名 形 の も の が ぁ り 。 芝 等 は 粒 和 捧 の も の に 較べ る と 多少 汚 


濁し じ て い る が , 同時 滑 光 を 呈す る 。 多 分 微 任 記 石 と の 同時 品 出 に よる も の 
と 思わ れる 。 他 方 石英 に は 上 記 何 れ と ゃ も 媒 bd, ee 
MICHEL CHS LOMSS, LHIAMERBEE KL EL (BACH 

BSH SB, PRLIGNASIAA SK, UR RR LE wer 
な す も ゃ の は , 恐らく 本 種 で , MRARAME, 残 栗 の 温度 降下 に 任 い , i 
別に 基く 時 琶 分 が 遊離 し た も ゃ の リ り , HURT MM, 後者 は 低 湿 型 と 思わ 
れる が , BANS CIAZEREL Hv. 

以上 の 他 , AA HIC it >E ORE, Cee RRA LATA. 
SSRER MR Ee SMO: Pace EOE, そ < D 周辺 部 で 多少 終 泥 右 化 し て 
る も の も eSB CK. EL TCCABICIAHIRA LES ERS S. BG 
RRA IC EEL CME TS HLS D, BRR GIE 0.05mm BE OME 
HKEBMOTHC SH PICHHAN CHS, 

KC bitMRe ATS aplite ORPPAINICIEVE CO RRA DSYY 
HACE DL SIC, ZASaPAile aplite OBEALOBMPIC MY TH (, HICH 
He D HVA Te TN ICBE OM COS, EL CASALE ERE LZ 
を 仔細 に 検 す る と , LOWAEMMFHLOMRICH 5 CH RASTION, 


厨 も 殖 品 周辺 部 に 比較 的 集中 し て いる 。 乏 は 細 筐 部 に 於 て 溶液 の 流通 が 容 - 


上 易 な る た を ため と , 一 方 攻 卓 周辺 部 に 於 て は 乏 が 停滞 する 傾向 が あつ た を た を め ぬ め と 


想像 され る 。 そ し て その 交代 の 暮し か つた を 所 で は , WHRO OMAL CHE. 


KOLO OSNM SESS S. Wiehe SMA LAC LS DORRBS 
り , TREC HBO ASH IC & AURA ICH, 点々 交代 の 跡 を 見 る が , 


時 に は 全く 外部 と の 夢 絡 な し に 単独 で , MM SARRME kL CAM AN TH 
BHM S. ZEVACHMIUE, 本 終 鎌 石 の 成 生 は 此 種 石英 の 品 出 前 後に 及 - 


ん だ も の と 思わ れる 。 


1) Johansen: Petrography Vol. 2 


LAYERS SRG CORE Et LOR RET SE, ZORA 
EODRMICES%EOLV-BEAWC, WARMED, 然し 集合 は 不 
規則 で あぁ る 。 租 し て か る 集合 塊 中 に は 谷 長 石 が 残 邦 し て いる 。 BALLS 
) 長 夏 中 に は , 前 記 評 岩 中 に 見 る 如き 細 粒 部 破 見 られ な い (第 二 図 ) .。 


WECM, AEA What, 構 折 を 有する aplite AeyPHlc 


HED Ye SBUUEICTY う て , 終 訂 石 化 作用 が 行わ れ な た も の ぃ , ZOMBIE 
を な す 部 分 が 交代 容易 な る た め , 此 の 部 分 が 完全 に 交代 さ れ , 何 交代 され 


BE WDE BL 僅か に 残し た を % の 思わ れる 。 / 


結 ae 


1, HRTEM £ MERE OHMIC A DATA E cross し て , 不 規則 
Uy SARICHHEDS aplite FAAELT, IHOPICHREMRADH 
HESS Bis 6, KAA COMERS So : 

2. AVRE RE IRDRHEN A k D RIIOREA TE SICA, ZENER S 
BLED RIA E DRO CHIELECE 0, ZIDIMGTEO — IE (Ef 
LAH F SD. CPV RISB EA CPR OLE HE ATTHEMKRE BIZ DS TE 
同化 た 藻 く 汚染 作用 の 結果 で あぁ る 。 

3. ANTE BORAGE L 0 TL 7 pegmatitic rock It, その 後に 於 て 
Hic aplite C4efte SS CORMARE & ICBO. ML CZAR Ie 
答 比 較 人 的 Ca, Fe DME RIP EWMEL Clroieiet, ZASBOKWNC CHIR 
aplite PICA RRA ICH, 特に それ が 細 欄 部 を 撰 ん で , ZEB Rk 
ee 
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Consideration on the Geological Structure in the Eastern 
Marginal Region of the Ou-Mountainland, Iwate Prefecture, 


a é 早 川 典 久 (Norihisa Hayakawa) 


Abstarct In the eastern marginal region of the Ou-Mountainland, 
Iwate Pref., the geological stage of the crustal disturbance which formed 
the depression zone along the backborn range is after the sedimentaion of 
Motohata-Lignite-bearing beds in the Pliocene age. 

This crustal disturbance accompanied by the volcvolcanisms is 
considered as the direct forerunner of the recent one. And the dacite 
eruption took place as the first products of the volcanisms along the main 
tectonic lines caused by the crustal disturbance. 

Sulphur and Pyrite deposits for instance Matsuo and Uguisuzawa are 
the only ore depositions in this region, 


GS PIS SH KR MT ZAMS EMROARICMT SH 
質 学 的 議 条 件 の 中 , 地 体 構造 は 最も 重要 な 要件 で ある と と は , AICIVARK 
ROMS NKLTDACHS, WERK) ICA CHRA LHD O 
UPAR IE Ash) Hee OH ARREICRI RD SNA TLEUNZ. THEO 
FRSC BEL, 昭和 23 GEE MDP eR L OC, PAA 
RIK ERO Hh RELIC BAL CAS FORE TO ke 

ZORILAKAGROFREOD FICTI VO 8S SRA HPSEC 

ZAI ALO —ERC, ARES Te HIF GRE 2% WhO Fe lr) FHMC ARC & GEC FE OS 
OF GAY RAPER ICTRAT SB, VICE AR & FEGE S 7c AE 
所 仙台 支所 舟山 , PR, 北村 各氏 に 感謝 の 意 を 表す る : 

FIARICIT AC AFUE A LL RB Eh, 東北 奪 楽山 地 の 東 側 即 ち 北 上 
川 紅 倫 に 面 す る 地域 を 去 5。 

I. SFR 77 sh RED BR 

Z DMD IC GL YL SERS BA RIC BL Veh 0 CS SAS, 記載 の 便宜 上 
その 主 な る も の に に 仮に 名 稀 を 附 し 列挙 すれ ば 次 の 通り て ある 。 番号 は 附図 
の 番号 と 一 致す る 。 

(1) 七 時 雨 構造 線 
(IT) PL eee 
(TIL) 5 te ROR 


FETs WUREK E @ at M8 95 4B M85 oF MAN 26 4E 11 月 
1) 早川 典 久 : SPUR _L ARB VC PNT DK RIGMIC OV YT 


me iL ik 
で DME. ik 


“PHASE DIENER, Lome oR 

i : = ose Sg . シン As a 
¥ Map Showing The Main Tectonic Lines In The Eastern Sic 
- Marginal Region Of The Ou-Mountainland, Iwate Pref. nee aad 
es (Volcanic materials except dacite marked with check marks. | 
ee tee ~  Dactite Shaded with oblique.) =! ai ed 


Stor, 
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| fice Geen ons Pea) SSE Poa 
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10. NANASHIGURE- YAMA 
11. IWATE-SAN 

12. KOMAGA-TAKE 

13. WAGA-DAKE 

14. MAHIRU-DAKE 

15. KOMAGA-DAKE 

16. YAKEISALDAKE 

17. KURIKOMA-YAMA 

18. MATSUO-MINE 
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19. UGUSUZAWA-MINE te 
20.. TSUNAGI ae 
21. OSHUKU 4 
22. NAMARI thas 
23. OSAWA HOTS Ee Re 
24. SHIDOTAIRA| ES Seana er gs oc 
25. DAI one 
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ケ 岳 (岩手 秋田 県 境 ) (CHET S. COMRERIE LEC AIOMEHIC ROR 


WDA LAIR OK MENG LOCA Babin Siew, EOUEIPATEL 
COS, FMD AWS IC IA SET SHAH IC fenster JRIC, 議 奴 に 小 分 布 を 
BT SIR A= Sh OPA RRE KD PRL CZ DIPPED SNS, METI 
ば , bate AWARE LIC ZALICIO CHM LR BOLBZbNS"”, 
PELL RSM LOB BL APPT AOR NGO HE 
部 を 走る も の で , MI RIC BLAU AK LE lc LOCH DN CHS 
DS, FER, LUPRAED ESNe ASCHER IC HRI SILI HHH hic wean, 
の 北方 延長 は 不明 で ある が , AMAR CBML, WRI ACS 
宿 岩 沢 構造 線 に 会 する 。 
BRAT, その 延滞 が 最も 長く 追跡 され る 構造 線 で 四 N40°E 
の 方 向 を 有 し て 山 津田 東方 に 発し , 葉 宿 沿 泉 西方 に 於 て 南北 に 転じ , 更に 
御所 村 馬 場 附 近 よ ょ より N30°W の 方 向 に 転じ , SHA RMIC Ac N20°E の 
方 向 に 転じ , 和賀 川 を 漠 断 し て 岩沢 南方 に 達する 長大 な 延 民 を 有する 東側 
落ち の 正 断 局 で ある 。 此 の 構造 線 は 特に 藻 宿 則 泉南 方 に 放 て は , 幅 200 米 
以上 に 達する 断層 破砕 帯 を 儲 い , FRIES fwd, SARIN, DUBIN, 
ABI 及 之 等 の 支流 BALIC A CHB ANTS, 

志 戸 平 構造 線 及 三ツ沢 構造 線 は 両者 共 秒 宿 骨 沢 構造 線 よ り 派 生 し た る の 


CRBBE N 50°W の 方 向 を 有 し て , 油 沢 川 の 下流 に 沿い , FIR 


の 南西 側 を 走る 北東 側 浴 ちの 正 断 居り , 後者 は 異 N 80°E の 方 向 を 有 し て , — 


EY RIO PHRICHS: CHES ARE bSOEME) で , と の 両者 に よ ょ つて 三 
角形 の 地上 時 を 形成 し て いる 。 

以上 の 各 構 造 線 は 相 建 続 し て 奥 多 山 地 東 総 部 の 西側 寄り を 走り , その 配 
列 は 大 体 に 於 て , TEBE POEL 2S, OMMRE RL, HCI M It 
東方 に 大 きく 開い た 阪 駄 を な し て いる 。 

次 に 水分 構造 線 は 奥 多 山 地 東 締 部 の 東側 宏 り を 拭 南 北 に 走る 西側 蓄 ち も の 
正 断 層 で , 北上 川 終 谷 に 沿う て , 之 れ と 平行 な 地上 鼻 を 形成 せしめ て いる 。 
LO AMIR RAO HPC LOT, PAAR Ric it SH HZ 14 
FE DME ATH S — MLD We A HWA AST IK SN CHE, MBE (a FES BSI 
KL L CHALIC I, PEMA ICHROF MIRE KL CED, Hi eae 
HMO, (ESM L DR AMIEICE SAMA, MMOH L thie, 
喝 に 後期 の 生成 に 係る 志波 構造 線 (IIV) を以て , FEL JNRRA ho spe 
に 術 上 上 し て いる 。 PEG MIL, 特に 焼 石 獲 以 南 の 地 に 於 て は N20°W Bat 


1) HRA ANSE SRE CHAICE Zo 
2), 3), 4), 5), 6). 7). HWEGRAST (NG LARPS REO PAIC IL Bo 


eb: 2a a Oi lawn 


pC US ag me 


東南 西 の 方 向 を 有する HE TEMPLE DS 2S FFL cai kA BUD RE BR 


Di _badt-S Fe eet ELEC OCS © OF Wipe TAK L et と が 考 を ら 
1S, 即ち 特に 名 根田 上 流 地 方 を 6 ® OFA KY PO HS GBD 
曲 部 外側 に 相当 し , CFA RGGI 2 PELL RL OKIE TELE DBS AIC 
SPRUE CRRCT Oh, BAO RAE SIDR 
PICELOCE<( BHOn ces, COPAEE HE EERO Ta NC EP 5 BRO IP 
RASBL POPC LEPHMEL HO ZOCHAD, 筆者 の 先 に 指摘 予想 し を 
PRE AKUOMKLAOGAY の 加 き は その 一 例 と 考え られ る 。 

大 の 他 , 党 輸 注 泉 西 方 の 下 切 罰 , 赤沢 の 断 亡 , Bette EAR, phat: 
Re SIKH, Para MOTT S EDA TEE KD RICH SF 
Be, 及 割 沢 よ り 砂子 沢 に 至る 断 選 等 は 副 構 造 線 の 主 な る る もの で あり , 西山 
HERR Z D PERIIC ZEB L fen RE IEO TIS 6 


Il. WBODARBEREKORM ; 
BEIC Rik L 7eii D AIR ALORS HK”) は pened he 
PRE, RARER A ale, BOR) Ww ER GIEAIB, 橋場 
Fria LL SEAR Jes J TA ASI IR IC RP SAL, 下部 より 橋場 映 山 凝 放 岩層 迄 が 
Sie, ARINPSAAETSASICIET A. LOH RNC GEO CAL He 
RG BIC AG Shea tix NLS tc, PAPO AIC IA CEBDGE DIE HM IC 
在 つ て は , WAI MAAAWAREARD LD AAW) の み を 
分 布 す る 。 SEBO TMWIC FEO CI KEKE EKA ABIBO LY 
(ATA CaG le) £0 EAA HIS a eI % PART SASK AK a RI 
BIL SEN IC ITO Fe TP RENO VIC BRIA ZICH EH, ACACHDRMIS ~ 
層 は 三ツ沢 構造 線 に よ DC OE 1K OF AIL TCW SH, 

Pee ee ee 


ee er IS ee ee 


FS ZHI RE CIR TRO PSEC AKU RK I AKA BER 
Fale DA CHEL CGD SUA RHO Ml DHb RIC (he ea ere ee 


iT Bo 


bLitOHB HED, —iiD-BERRUIC LOTUS A, 最新 の 地 


ANIC BS SEMA CHS. THIS LOCA DADE 


ASA DR IC AER ICH wh - 生 じ た る の と すれ ば , その 生成 時 期 


1) 早川 典 久 : RENEE LR CUNT SK REICH To AHS 
2) 岩手 県 鉱業 会 編 : 岩手 県 鉱山 誌 Pp. 13—17, AR 25. 
8) ZOPRBICOVTILBIOBAICIRNS TE SH4So 


TA EE Mi a Trt an 
Rak ae ‘ 


Saas op 
fa , eh S 1 oe : 7 
~~ TA PL 7 2 = 
- rt Sen A es er 
. < < いな 


i44 a 2 
ag ee : ee 


は 鮮新 統 本 竹 火 凍 次 廊 誰 積 以降 と 推定 さ Ss GEMRRIZ, ZOMG 
ICU 5 CHAS SPW PCL BAM SIRI? CHES SVT CE 
TEI LUREWI Ts MUR D (Ed SS, TERRA 
WHOAKIC IRS BO EHS tS ne 


TL. 構造 線 に 件 う 火 成 活動 
HERAT ICI, 葛 横 田上 流 地 方 より 北方 松尾 村 に 於 ける 広い 地 
域 に 豆 る 新 期 火 成 活動 の 最初 の 叶 紅 物 と し て , 石英 安山岩 の 活動 が 行わ れ 
PeCERZMNLWAHOBEKKUAR ER BLE, PURGE ASIC bai 
する と と を 指摘 し た 。 又 地質 調 秋 所 北村 技官 の 調査 に よれ ば , WAHos 
英 安山岩 は 謀 手 都 漁法 寺村 地方 に る 広く 発達 し て いる と と が 和 制 明 し た 。 基 
OMAHA Aico) ERHE LC, THEW, 東根 山 , 西東 概 山 等 を 挙げ る と _ 
と が 出来 る 。 

と れ ら の 石英 衣 山 岩 の 分 布 と 構造 線 と の 関係 を 検討 する に , 准 法 寺村 地 


方 の 石英 安山岩 は 七 時 雨 構造 線 た 流 う て, a ee ee 


更に 松尾 村 よ り 葛 根田 上 流 地方 に 及び 陥 湿地 帯 の 幼 曲 部 の 北西 外側 に 広 


Pie: meee 


つた , FOREARROU LICH, LEAD & OLR AT 
UR LICKED 3. WAALS UREA BENE ILL Z IC HR 5 BURL 


EB Z NICER L POM AIC HEL TI Be. 
ILD ERIC ABE LD SPA EER RZ. TIC EB 5 UR ER 7 


関係 を 有 し , te & AREER OAK ANSI ES BH IC (dt IRD 
AIK baFL DOP ELOELAR SNS], 


EY BH 44 (Le EC ANS S ICE SS ABEL LC, 最 人 切 に 石英 


ALG OMT MDSTT al, ZALICE GEO CHVLAULLAMAT bi, その 分 布 
ILC ARIC TES CHEBRIC HF OFA ICL BILS, 換言 すれ ば , 右 英 安山岩 の 
PEC (ELAR IC FP 5 KBE WI JERR & TL Fe BO CHS. 

. PR ROB OR 
HAF LH ERO BAS HBEE IC ABT RLON << , 新 第 三 系 下部 層 を 地震 に 圭 


HUTCH. FEOC TBS Bee & L CIMA T SSA GIRIA LS 


ERT oo HED ICE CAP ERIE RY AE GHE & Fey OA ROHR IC GB & J ICE 
な い 。 


之 の 地域 に NR CC RO eee 
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山 及び 党 沢 鉄山 を その 著 例 と する 。 特 に 営 沢 鉱山 は 特異 な 沈 江 鉱 床 と し て 
成因 上 貴 味 ぁ る 問題 を 提供 し て いる り 。 ; 
RIC BAL HERR BIC BAS SARL, 明か に 新 期 火山 に 関係 る あり と 認め 
ら 必 る 硫黄 泉 を 除い て , MINICK, BS, 湯口 村 に 志 戸 下 , AR, 銘 , 
湯本 村 に 台 各 温 母 を 数 を , TUL EBERT WHY) WICKETS. UO 
大 部 分 即ち 党 宿 , H, AW, PRE, AEE CR RE 
構造 線 に 流 5 ChAIR HPA SIC UR (EL, SRR IR Pa AOS, KLAR 
A SHKG BOE S hICHTS, WED HIS LAA DSA IC HS - 

DO ZHREROARICHIREATSCLERDRLOLERZLG. 

VB # 

以上 を 要約 する と , 

(1) eS U PA 77 US RR IC FPR IR ICO CT REO A eas Tee 
し , ZIVe BBOEL © eR D TIS BA A HE - 
DRECH 3. MAHAR TERIIER 中心 と じ て 南 北 に 分 れ , 特に 北部 は 東 
FICK CBA 7M KL, その 幅 は 4A CS る 。 

(2) ZOMBAM AMO KRIAME BRL, CORE CHR | 
HAASE MBA IC OCH AN Fe, 

(3) PAAR EBO We ees He IC IB PR S GLE at STA BG NC HE 
て 生成 され だ だ 硫 三 及 硫 化 鉄 鉄 床 の み な で, ZOBMIL BERBER d 
る 。 第 三 系 下部 層 を 母 岩 と する 各種 金 高 鉄 床 は 見 られ な い 。 

(4) 主要 構造 線 に 洛 つ て 温泉 が 分 布 す る 。 = 


岩 FRBREA Bw £ A B* 
Gypsum from the Matsuo Mine, Iwate Prefecture 


K # We — (Keiichi Omori) 
北 原 順 一 (Jun-ichi Kitahara) 
& AS 徴 HA (Toshiaki Suzuki) 


Aastract: A new occurrence of gypsum in the Matsuo sulfur mine 
is noted and the morphological data (Table 1), measurements of the - 
optical constants and chemical analysis (Table 3) are described. Specific 
gravity is 2.329. Crystals have a special habit in shown in Fig. 1. 


3275 We We ROE ak BB 35 4B 5 1p KA 26 4 UL 
1) 此 の 問題 に つい て は 別 の 機会 に 触れ る こと と する so 
+) EOS (SHB 26 年 6 月 28 日 に 行わ れ た 地 足 学会 東北 表 部 の 例会 で 発表 され た 。 
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a = Es 
ARO BT OFEMKIL (1) 黒人 鉱 鉄 床や その 他 OF OLEH IC 産 す る も の ), 
(2) 火山 の 噴気 礼 の 中 に 産 す る る の, (3) Mx OHA PICMRBAMELTC 
PET SLO, (4) 血 有 の 分 解 し た 粘土 中 に 散在 する も ゃ の 等 が あぁ あり, PICT 
京 鉄 康 中 産 する も ゃ の は 蘭 王 と 米子 の 万 鉄山 が 記載 "され た に 過ぎ な か つう 
Fe, 昨年 筆者 の 一 人 (T.S)” が 岩手 県 松尾 硫黄 鉱 出 か ら 有 有 肖 の 美 品 を 採集 
OG EON Oh al FEBS LV BERL TH 
Bion 


産 HK 

松尾 鉱山 に は 第 一 , 第 二 及 び 第 三 と 呼ば れる 三 鉄 訂 が ぁ る が , BERT 
され て いる の ば と の 中 の 第 一 鉄 床 で ぁ つ て , 硫黄 と 硫化 鉄 鈴 が FR Sn 
Co RAMONE FAA, ADE OIE 

下部 北 克 岩 選 及び 下部 安山岩 と 分 けち られ , HO MIC HTS OSA 
NN oD PUB LL lh IC ES 6 aha, HRB, ARE a. #4 
ARH, 変 朽 安山岩 帯 と 変化 し , AIR SROBREES. COAG 
THE PD AABN IL EEG ONL B Fe MASS YD, と れれ は 更に 石 管 の 
LE OMIKCH SNCS. AG RUAEO LABIA RAC HANRASD 
D, COPCHYOMMBETS. CMC ZAHE PB EE one 


a DME L Ze BIC WMS AL 7e VOCE OT, 自 形 単 結 品 4 個 , FETS 2 個 , ’ 
他 形 2 個 の 合計 8 個 が 1 ヶ所 か ら 探 集 さ れ な た 。 

結 G@ 形 | 

と の 結 品 は 価 れ も 無色 透明 で , 最大 の も の は 3.6x1.5 x0.6 MICS S } 


AS, 他 は こと の 1/2 乃至 1/4 の 大 さき で あぁ る 。 一 般 に 石 湯 結 品 は で [001] fo | 

方 向 に 伸び た 形 が 普 ECL BM, と の 結 唱 は 総 て , 第 一 図 に 掲げ た 様 に ; 
01 oF 伸び て いる 。 即ち {111} 面 が 民 ぐ 発達 じ , {110} 面 は 小さ 
い 。 COMO RAIS TEMG WO AIC HL ACO SPs, 本 邦 で は 珍 ら | 


じい も の と 思う 。 7 
a Sat i> 4 {iic RV Cc, Goldschmidt の 複 円 反射 測 角 器 で 測定 し た 3 
He a A—-RICHIF S, と この 4 le temh? (111} & {110} DFID —p 


1) yt Wer hs MUEIK—: 日本 鈴 物 誌上 窟 ) 338, 昭和 22 年 、 
2) _ HA FEOR Uti 
3)° Wolfe, C. W.: Am. Min., 26, 55, 1941. 
Palache, C., Se Ek. aud Frondel, C.: Dana’s System of Winslet 
7th edi.: Vol. I, 16, 1944, | 


; 

& p を 基 に し て , Wolfe?) OA YE CMA (a: bc), 四角 (6), BoE (Po: , 
1 
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ah 


(po’, do’, <0’) を 求め る 


es 
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CN 


To), DF Hg 


来 の る の と 


Wooster!) と 


ie 
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比較 まる と 
Bragg 
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fal 


Bk 示 


Dy 


ROI, 良き 一 


p= 


ORT MERA SH SHANE LHR Cm, と いで は 4 


D6 6 tt Clo SHH MIHIC AED Fe, 
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‘S$6S10=,X ‘ZIZF0=,b ‘6LI9 0=,od 
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Vo66=9 + EIEP'O: 1: FO69':0=9:q:e 
‘ uw/g — oryeurstad Vo rmpoouoyt 
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(I eiqer) 7 & 一 # 


1) Wooster, W. A.: Zeit. Krist., 94, 375, 1936. 


Bragg, W. L.: Atomic structure of minerals: 130, 1937. 
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ss = geo (Table 2) 


Axial ratio and axial angle 


a : b ; c B 
Des Cloizeaux 0.6900 1 0.4124 99°18" 
Goldschmidt 0.6895 fen OLATS3 99° 58’ 
Onorato (X-ray) O26 OI eae NOES 98° 58’ 
Omori 0.6904 1 0.4212 99° 4 


pe (Pigs) 
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| eS ea Vek Rd | 
: 
Crystal habit of gypsum from Matsuo mine. 1 


my DW  &F 3 
結 品 の 硬 さ は 2 度 で , WPA (010) に 完全 で あぁ り , ZW (101) に も 認め 
ら 選 る 。 と の 労 開 で と わし た 結 品 粒 の 1.7016 Kicowt, Hee CHE 


5 ~~ 9002. 
eWWEL, Gyo = 2.329 を 得 な 5 


いき 


3 
; 
3 
; 
BBE T Cit (010) Seba A ke NTBTC AE ie THR EARL, MRM = っ 
LIM CRHBICK TS. 消 光 角 は (101) OVBHMRE Z O1S° を な し , 第 : 


o 


1) cAZ=52° 


er Tren 
いい 
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(010) MEH -C, ADL AE CR HARE IE, 


«=1.5195, B=1.5224, y=1.5291,. y-«.=0'0096 


を 得 た 。 と の y-B =0.0067 It 8-x=0.0029 より も 大 きい か ら , 光学 性 は 。 
CiiEL EGC & S Fi 

BEIC Wooster る 逃 べ て いる 様 に , 石 浴 の 膨張 係数 と し て 次 の 結果 り が 
得 ち れれ て いる 。 . 


(1) (010) 面 に 吉 直 な 方 向 即 ち Y 軸 の 方 向 の 熱 彫 張 保 数 は 最大 で 4.163 


XL ORR 


(2) (010) IASC c Hh 51°12’ の 方 向 , 叉 a ihre 47°44’ OHM, 


即ち 2 軸 の 方 向 の 膨張 係数 は 最小 で , 0.157x« 10-5 


(3) (1) と (2) の 何れ に も 直角 な 方 向 , 即ち XO Wie core, 


2.933 x 10=5 

と の 中 (010) ic BRAM OWI 
係数 が 最大 で ある の は , 原子 の 結合 
FDR CBOCLERL, ROME - 
NaCl Oi tf (RH 3.859 x10-5 や 
KCl の 膨張 係数 3.597x10-5 Lit 
似 し て いる 。 即 ち 原 子 の 結合 力 が 此 
= GNI CS. FOR 
類 が 違う の で 直接 比較 する と と は 出 
来 な で が , AFD (010) cma BH 
向 即ち Y pha ic 振動 する 光波 の 
Optical orirntation of gysum. fii B=1.5224 が NaCl OAR 


#é (1.544) と KCl OHTA (1.490)? の 平均 値 の 1.517 と 近似 する と と は 
興味 ある と と と 思う 5。 a 
叉 上 記 (2) に 逃 べた 様 な (101) と 15° を な す 選 軸 の 方 向 の 膨張 係数 が 
小さ いと と は , Ca イオ キン と 0 イオ ン が 密 に 結合 する 方 向 で ある た めで あ 


D, 


(O10) と (101) DT BEI-CMMK & He SIO MAMED Hild EFLWT Bo 


多数 の 結 品 に 於 て , 原子 が 最も 密 と 結合 する 方 向 に 振動 する 光波 の 屈折 
BLEAK CSS. BF bTCO-WMICKL, と の 膨張 の 最小 の 方 向 に 振動 す 
SIETFRBEKOD y CHD, 従 つ て ZZ 軸 は な こと の 繊維 の 方 向 に ある 。 


1) 


2) 


Fizeau, H.: Compt. Rend. 66, 1005, 1072, 1868 ann Pogg. Ann. 135, 
372, 1868, quoted by Wooster, Zeit. Krist. 94, 389, 1936. 

Winchell, A. N., Winchell, H.: Elements of optical mineralogy. Part 
IT, 4th ed. 24, 1951, 
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150 i 7 WR Wn WR PR a: A BE Poise 
re iron へー ヘー へ ヘー へー へ ーーo£$i$HN$N$N£$ 


sce: Ee eh satay. 

と の 無色 秀明 の 結晶 を 試料 と し て , 筆者 の 一 人 (J. K.) が 化学 分 析 を 行 
Deo 結晶 水 の 腹水 り は 200~300°C で 20.29%, 800~900°C で 20.93% 
で あつ た , KICHA AK HOKE ER OMAR TBO He BEAL CRE 
融 し , AEB CAML IBILL, COMORED SK, AYA, マ 
グ ネ シッ ウツ ム を 定量 し , QUA b LEME CARE EBL Ze. MnO (ch (Fe 
し な か つた 。 

; 第 => 38 (Table 3) 
Chemical analyses of gypsum 


(1) (2) (3) (4): (5) (6) 
CaO 32.67 33.16 82.38 | 33.34 31.93 32.57 
SO; 46.48 47.52 46.26 47.63 45.61 46.51 
H,0 20.93 19.90 20.44 18.36 20.11 20.92 
SiO 0.02 — = — — = 
FeO 0.08 — | = — — — 
MgO 0.04 ーー — — — — 
Insoluble — == 0.15 0.22 1S 7h jor 

Total O02 100.58 99.23 99.55 99.02 100.00 

a cto 

(1) Matsuo mine, Iwate Prefecture. Analy. J. Kitahara (1951) 

(2) Esan volc.; Hokkaido. Analy. S. Nishiyama (1891) 

(3) Miyazaki village, Miyagi Prefecture, Analy. Mining Bureau of Tokyo 


© (1932) 
(4) Yoshino village; Yamagata Prefecture, ditto (1932) 
(5) Wanibuchi village, Shimane Pretecture, ditto, (1932) 
(6) Theoretical Wt % calculated from CaSO,4:2H,0 


COS Mr hea AFA OO eH” OAT & HL CMESRICIBI St 
れ ら の 結果 は 何れ も 近 以 し , LAF OURULYD 6 G6 he OH 
ERMML HS, 

GICHA, PABST ER, ORD, 澤田 正 元 , SEAT RG ORIC MOR eS 
する 。 VMK ORY CL < HBICIMERE PEGI BRR RT So と の 研究 
IC B72 DAE SCE AIA ERIC LDL OCHOCLBIAL, © MCAS 
(CR L CHV RET Do 


1) 右 肖 の 腹水 に 関し て は 鈴木 謙三 九 , ATOR NICHMAYC (G8 30, 11, 昭 18) の 
研究 が ある 。 : 
2) 原田 准 下 ,- 北 大 理 紀 (IV), 3, 349, 1936. 


Mississippi に 於 ける 集 油 機 橋 EE.P.Thomas Mississippi 別 の 刻 半 部 に 発 
達し て いる 中 生 代 と 第 三 紀 と の 水 成 岩 中 に 発達 し て いる 局部 的 科 千 は, Alt 7 ADE 
CBA LC REWER BOTW So この 地方 に 於 ける 既知 油田 の すべ て は , 地質 構造 か 
惑 い な 楠 造 と 選 位 学 的 な 組合 せ の どちら か に 関係 する こと が 知ら れ て いる 。 これ ら の 村 
wk, (1) KRBOBA (2) salt dome DE 
TERT cH Ro DO OMICPRWICHI ST EDH RG 

叉 各々 の 組 の 一 般 的 特色 分 布石 油 産 出 』 RYE, Hb, 等 に つい て 議論 され て いる 。 
FIBRO RKROKMS 異な れる 探 列 の 方 法 か ら の 結果 に も ゃ と づい て 議論 きれ , 更に とこ 


の 地方 の 概括 や 構 蘭 の 型 , 


(3) salt dome OPEV ERO 


(4) 


立 来 の 探究 に ょ い 結 果 を 生ずる と 思 は れる 方 法 等 に つい て 述 
べ て いる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. 34, 1502~1516, 1950) 
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正 se 疹 田 趣 疾 ; 蛇 紋 岩 に 件 う 二 三 の 渓 酸 路 鐘 物 (本 誌 35 A, 2 号 ) 
RR 行 iE aR 
ol 44; (S£2C@O]B) were produced not in were produced at the 
2 the same same ae 
ヶ 68 (AEOR) 元 越 , jam ks eee 元 趣 
内 村 温 石 
52 1268 0.02 : 20.02 
”. 第 1 図説 明 の うち Bir REA a> RE 
55 #48” 7 BEAT IVE Bey 
56 16,17, 27 各行 結晶 結晶 , HERR " 2h, Bay Bia 
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